
全体討論

日高友郎（司会）

どうもありがとうございました。それでは話題提供者の３名の先生方にコメ

ントをいただきたいと思います。まずは廣瀬先生から。

廣瀬真理子

森岡先生，田垣先生，どうもありがとうございました。

はじめに森岡先生のご質問にお答えいたします。３年近く継続している面接

の過程がどのように作用しているのか，聞き手の私の在り様，そしてどのよう

にTEMに表わすのかというご質問であったと思います。お母さんと３年の経

過を知る聞き手としての私との相互作用については充分説明しきれていないよ

うに思います。２回目のインタビューの時に，お母さんにこれまでの経過につ

いて TEM図を見ていただきながら，ここが分岐点だったのではないかとか，

語りの中では「会話が戻る」ことが大事だということがあったのでどのように

工夫されていたのかなどを詳しくお聞きしました。この場合聞き手である私と

お母さんの俯瞰するような図が必要になるのかもしれません。

また，どのような Aが記号としてお母さんの中で立ち上がっていき，そし

て崩されて，語りの中で変容していくかというプロセスでは，聞き手（支え手

としての）である私との相互作用が重要な部分になると思います。「納得すれ

ば動き出せる A」が立ち上がってくるが最後のところでは少し説明できたか

なと思いますが，図のなかには充分描き切れませんでした。ご指摘のようにナ

ラティヴアプローチではインタビューにおいても研究者の存在が入り込んでい

きます。難しいことではありますが可能なところで説明していければと思って

います。

田垣先生のご質問ですが，データに関して，１回目インタビューでの語りと

２回目のインタビューでの語りの中でナラティヴが見直されていくようなこと

があったのか，どのように経過していくのかという事であったかと思います。

２つの EFP で時期を区切ってどのように変容したかについてインタビューを

しています。１回目のインタビューについては関係性のシャットダウンがあっ

て，EFP １のところまでのところを説明させていただきました。当然，語り
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の中では「会話を取り戻さないといけない」「なんとか社会につなげていきたい」

といった決意のナラティヴになります。２回目のインタビュー時には，それま

での経過をTEM図でお母さんに確認しております。結果として本人さんがう

まく動かれているところがあるので，確かに現実の捉えられ方は変わっている

のかと思います。「あの時，しんどかったけど，あれは私にとっては意味のあ

ることだった。彼がひきこもってなかったら私がひきこもっていたんじゃない

か」という語りもありました。それは語り直しの部分ではあったように思いま

す。TLMG図では説明することができないので，おそらく語りを記述する中

で説明していくことになるのかなと思っています。

また，インタビュイーの語り方についてでございますが，今回の研究では扱っ

ておりませんでした。ご指摘いただいたように，語り方については今後，考え

ていかなければならないと思っております。

山田早紀

どうもありがとうございます。今回の話をいただいた時に自分のやっている

研究が，どうナラティヴ研究に位置づけられるかに悩みまして。ナラティヴ研

究と大きく違うところは目標が客観化されて真偽の判断が問題になってしまう

ことが，司法における研究とナラティヴ研究の違いかなと思います。とりもな

おさず，日常的に会話するときに，相手の話の真偽判断しながら聞くというこ

とは普段ないので，そこをやらないということは裁判員裁判の中でも困難にな

るのではないかと思います。それをどう見せて，真偽判断や客観化されたデー

タが見やすくなるかを目標にしているので，なかなか難しい研究ではあります。

どう聞き取ったか，なぜこう語ったか，場の圧力を記録することで，裁判員裁

判で使われる事件に関して，供述調書をとっている場面をビデオで撮るという

ことで可視化ができる。そのビデオを，KTH CUBEシステムとリンクさせて，

供述がとられた場が，どういう場だったかをビデオで確認できるように研究を

進めているので，それによってどう聞き取ったか，やりとりの様子を確認でき

る形で開発をしています。今後ともナラティヴ研究と一緒にやっていきたいと

思っておりますのでよろしくお願いします。

福田茉莉

貴重なご指摘をいただきありがとうございます。森岡先生のご質問からお答
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えしたいと思います。まず，どのように聞き取ったか，ということですが。

SEIQOL-DWに関しては医療現場で使うことが重視されているので，調査者

はできるだけマニュアルに沿って面接を実施する，聞き方も，こういうふうに

聞くようにという注意書きのようなものがあり，それに従って実施しています。

それによって一応，調査者の影響力を極限まで減らす，あるいは少なくしよう

というふうに，マニュアル自体はつくられています。ただ患者さんの中には「自

分の QOL にとって重要な領域を５つ挙げてください」とお聞きしたときに，

５つも思いつかないという人がいまして，その時にマニュアル以上のことを

しゃべらないと，QOL を構成してもらえない。対話がすすまない。そのへん

も含めて，私がどういうふうに会話が成立させていったのかは，今後，分析の

課題にしたいと思いました。

次の田垣先生からのご質問のなかで，アウトカムとナラティヴはセットだと

いう話を聞いたとき，単純にナラティヴ・ベースド・メディスンとエビデンス・

ベースド・メディスンの話が思い浮かびまして，さらにこれらがなぜ分離した

んだろうと思ったんです。それを考えたときに，数値とナラティヴは表裏一体

なんだということですが，その人にとっては宛て先が違うのではないかと思い

ました。宛て先が違うからこそ，医療という文脈においても分離していった，

あるいは分離しているように見えるのかなと思いました。あと，患者報告型ア

ウトカムの方がいいのではないかというお話なのですが。私も最初は「患者報

告型アウトカム」という言葉をそのまま使おうと思っていたんですが，患者報

告型アウトカムは，質問紙であっても，面接であっても，患者が自ら報告すれ

ばいいという言葉の使い方が通っているんです。そうすると，私が批判的にと

らえようと考えている QOL 研究も「患者報告型アウトカムだ」となっている

ので，あえて今回は戦術的に言葉を変えさせていただきました。SEIQOL-

DWはそれとは違う，別のものとして考えたいなと，そういう意図も含めて

発表させていただきました。

日高友郎（司会）

今回，法と心理，福祉というさまざまな学際的な領域で研究されている若手

の研究者を話題提供者にお迎えして「ナラティヴ」をキーワードにしてワーク

ショップをさせていただきました。今回，ご質問いただいた先生方の指定討論

に関して，語りを聞いていくとき，聞き手自体も互いに影響を受けあいながら
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やっていくプロセスがあるかと思います。ナラティヴというより，広く質的研

究そのものの根幹かもしれませんが，実践性というか，その研究者自身がどう

かかわっていくかが不可欠ですが，現実には調査協力者，相手とのやりとりの

中でも変わっていく，影響も与えていくのが研究者の誠実な姿なんだと思いま

す。そういう部分をもっと表現できる，ナラティヴデータをこういう視点に

立って分析をした，こういう形で環境をつくっていったということを，何か表

現できるようにしておくことが，今後，大事なのかなと思った次第です。

それでは今回のワークショップ「ナラティヴを媒体にした学際的研究」を，

これで終わりたいと思います。どうもありがとうございました。
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